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令和２年度 墨田区立竪川中学校 経営報告書 

令和３年３月９日 

 

学 校 目 標 徳育・知（智）育・体育の調和のとれた、人格の形成を目指す 

目 指 す 学 校 像 授業が充実し、生徒と生徒、生徒と教職員の間に信頼関係のある学校 

チーム竪中として、クワトロゼロ（いじめ・不登校・校則違反・残菜）を目指す 

目 指 す 子 供 像 ①心豊かな、美しい感性をもった生徒 ②意欲的に学習する生徒  

③たくましく、何事もやりぬく生徒 

目 指 す 教 師 像 人権意識を高め、生徒や保護者に寄り添い、現実を直視し情熱をもって職務を遂行

する教師 

 

１ 自己評価結果と学校関係者評価の状況 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

各

教

科

等

指

導 

学校は、子供に確かな学力を

育てるために、分かりやすい授

業の実施に努めているか。 

Ａ 
●授業改善プランの実施状況に対して、自己点検を行う。振り

返り学習として問題ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽ、ﾀﾌﾞﾚｯﾄﾄﾞﾘﾙの実施。ﾀﾌﾞﾚｯﾄの

有効活用を通して、分かりやすい授業、家庭学習の充実 

Ａ Ａ 

 学校は、特別な支援を必要と

する子供に対して、組織的に適

切な支援を行っているか。 

Ｂ 
特別支援教育推進委員会の機能を充実させる。本年度より開

設した特別支援教室の活動への支援体制の充実を図る。 Ｂ Ｂ 

 学校は、子供の将来の自立に

向けた進路指導・相談活動に取

り組んでいるか。 

Ｂ 
ＳＣの全校面接を実施し、年５回のいじめ調査や、教育相談

期間で得た情報を全教職員で共有し、進路指導・相談活動に生

かす。７月･１２月･３月の年３回の教育相談を実施する。 

Ｂ Ａ 

 学校は、教員の指導力・授業力

を高めるために組織的に取り組

んでいるか。 
Ｂ 

●【別 葉】の作成を通して、各教科との連携の取れた指導していく。

また、校内研修会等で生徒に伝わりやすい評価を研修し、実践してい

く。●研究協力校２年目の取組を通して、指導と評価の一体化を図るた

め、生徒の意欲を向上させる評価の仕方に視点を置き研究を進める。 

Ｂ Ａ 

学校関係者評価委員会の意見等 

一人一台のﾀﾌﾞﾚｯﾄの有効活用を通じて、家庭学習の充実に努め、「分かりやすい授業」「でき

る授業」を展開し、前後期生徒授業調査で、授業への満足度を継続し、学力向上が結びついて

ほしい。 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

生

活

指

導

等 

学校は、子供の問題行動の予

防や解決に組織的に取り組んで

いるか。 

Ｂ 
 ＳＮＳの利用上の竪中ルールを生徒自らが考えさせること

により、情報モラル教育の充実を図り、問題行動の予防と解決

に取り組む。 

Ｂ Ｂ 

 学校は、子供が基本的な生活

習慣を身に付け、望ましい人間

関係を作るための心の教育を行

っているか。 

Ｂ 

 道徳の教科化において、考える道徳・議論する道徳の実践し、 

【別 様】の作成を通して、各教科との連携の取れた指導して

いく。また、生徒に伝わりやすい評価を実践していく。 
Ｂ Ｂ 

 学校は、子供の安全を確保す

るための取組を行っているか。 
Ａ 

避難訓練時だけでなく、日頃から防災教育に取り組む。 

また、防災給食を実施し、災害時の食育について取り組む。 
Ａ Ａ 

 学校は、子供や保護者からの

意見や要望を把握し、教育活動

の点検や改善に役立てている

か。 

Ｂ 

生徒は、年５回の生活意識調査を実施、年２回保護者も実施

する。また、前期、後期の学校評価調査を実施する。調査結果

を共有すると共に、改善策を全員が考え実践する。 
Ｂ Ａ 
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学校関係者評価委員会の意見等 

近年の情報化社会において、生徒を取り巻く環境の変化に伴い、中学生の携帯電話

（スマホ）所持率が増加している。学校任せにならず、保護者も安全な利用法を学び

課程での指導を強化していく。また、学校はＳＮＳ適正利用に向けて竪中生の利用ル

ールを確立してほしい。 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

学

校

の

管

理

運

営 

学校は、管理職の経営方針に

基づき、組織的な教育活動・学校

運営を行っているか。 

Ｂ 
 組織としての改善策を全員のものとし、一人一人がそれぞれ

の役割を果たす。教員同士による、年２回の互見週間を継続し、

主幹・主任が若手教員を指導するＯＪＴを実践する。 

Ｂ Ｂ 

 学校は、子供の実態に合わせ

た具体的な目標の設定及び評価

を適切に行っているか。 

Ｂ 
 前後期の授業アンケートだけでなく、普段からの生徒の様子

を全員が共有することをさらに進める。また、５０分の授業で

の適正な評価に努める。 

Ｂ Ｂ 

 学校には、適切な教育活動が

行える環境・設備等が整えられ

ているか。 

Ａ 
概ね施設・設備は整っている。体育館に空調設備が備わり、

有効的に活用し、熱中症対策、冬季の怪我の防止に今後も取り

組む。格技室にも空調設置予定のため活用の幅が広がる。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価委員会の意

見等 

格技室も空調装置設置予定のため、教育活動、防災環境の観点からも望ましい。ま

た、学力向上に向けて電車の防音のため全教室に二重窓等の防音措置をしてほしい。 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成 
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

家

庭 

・

地

域

連

携 

学校は、教育方針や日常の教

育活動の様子などを分かりやす

く伝えているか。 

Ｂ 
 学校便り・学年便りの発効は定期的に行われている。それが、

全部の保護者に伝わる様な返信欄等を設ける。また、学校ホー

ムページの更新、配信メールの有効活用に努める。 

Ｂ Ｂ 

 学校は、保護者や地域の理解

や協力を得て教育活動を進めて

いるか。 

Ａ 
 学校支援地域協力会を中心に、地域の協力は現状でも十分で

あるが、竪中フェスティバル、３年生受験対策ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ面接会

の活動を保護者、町会等へ伝え、理解と協力を得ていく。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価委員会の意見等 

・正門、北門の表彰等の掲示及び学校便りを町会回覧していることが、伝わり易い元

になっている。保護者アンケートより、学校支援地域協力会の認知度が、７３％に達

したことは、活動が認めらたことは喜ばしい。今後も認知度を上げる活動をしてい

く。 

２ 令和２年度学校評価のまとめ 

今後も、クワトロ（いじめ、不登校、校則違反、偏食）ゼロを目指している中、【残菜】は、年間平均

0.4～0.5％、【校則違反】ゼロ、不登校生徒の出現率は、4.5％である。【いじめ】は、早期対応により、

継続ゼロ、が現状である。今年度も、【別葉】の作成を継続行して、道徳教育に生かしている。さらに、

生徒授業調査では「授業内容に満足しているか。」の項目で、全学年、各教科平均 80～98％の肯定的回

答を学力向上の結果に結び付けたい。次年度に向けて、更なる学力向上を目指すとともに、学校全体を

組織的に機能させていく。そのために、主幹・主任の役割分担を明確にし、それぞれの組織が機能的に

仕事をできるようにする。また、学年担任制が有効に機能している検証し、教員の意識改革に取り組む。

さらに、副主任制度の活用を継続して、各主任の仕事分担の改善に努め「ライフワークバランス」に配

慮した学校経営を行う。 

 

以上の通り報告いたします。 

墨田区立竪川中学校 校長    織部 明広  公印 


